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市民との協働事業について調査票（平成１８年度実績分及び１９年度実施分） 

 

所管部課 （      部       課      担当     内線    ） 

１．事業の名称  

 

２．事業の概要  

 

３．事業の開始時期 昭和・平成  年  月 

平成 18 年度決算額 千円 ４． 

平成 19 年度予算額 千円 

平成 18 年度 ＮＰＯ法人－ 

ＮＰＯ法人以外－ 

H18 負担額合計 

 
５
．
協
働

の
相
手 平成 19 年度 ＮＰＯ法人－ 

ＮＰＯ法人以外－ 

H19 負担額合計 

 

６．協働の形態・範囲 平成 18 年度 平成 19 年度 

 ①協働の形態 ○ 政策形成過程への参画 

（審議会・検討会への参加等）

○ 共催 

○ 実行委員会・協議会 

事業協力 

○ 後援名義 

○ 事業補助 

○ 事業負担金等 

○ 事業委託 

（契約方法―    

  ） 

○その他（       ） 

○ 政策形成過程への参画 

（審議会・検討会への参加等）

○ 共催 

○ 実行委員会・協議会 

事業協力 

○ 後援名義 

○ 事業補助 

○ 事業負担金等 

○ 事業委託 

（契約方法―    

  ） 

○その他（       ） 

②協働の範囲 

（複数回答可） 

○企画・計画段階からの協働 

○実施運営段階からの協働 

○企画・計画段階からの協働 

○実施運営段階からの協働 

７．協働する目的 

  （複数回答可） 

○ サービスの質や量の充実 

○ コストの低減 

○ 市民活動の促進 

○ 市民活動の機会の提供 

○ 市民の事業への関心の向上 

○ 事業への市民意見の反映 

○ その他（                    ） 

８．協働する上での課題 

  （複数回答可） 

○ 専門性や実績を有する協働の相手が少ない 

○ 事業を実施する上での役割分担が難しい 

○ 契約条件面での調整が難しい 

○ 事務書類の作成等手続き面での不備が目立つ 

○ 目的や進め方について共通認識を持つのが難しい 

○ 協働相手の人材不足により内容の充実が困難 

○ 行政側にＮＰＯからの提案を活用する体制がない 

○ 庁内理解が得にくい 

○ 他の主体への委託に比べ、コストが増加した 

○ その他（                    ） 

★課題解決のために必要

と思うことがあれば記

入してください。 
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協働事業についてもう少し詳しくお尋ねします。 

Ⅰ 協働の意義・ねらい   

Ⅱ 

期待される、協働によ

る具体的な効果・メリッ

ト 

  

Ⅲ 協働相手への期待   

以下①、②、③については、平成１８年度実績分をもう少し詳しくお尋ねします。 

① 
協働後の結果（期待ど

おりか否か） 
  

② 

その理由（期待どおり・

期待以上・うまくいかな

かった理由） 

  

協働の取組み当初と、現在の状況を比較してお答えください。 

③ 

取組み当初と比較し、

協働の内容や相手の

協力度に変化があった

か否か 

  

 


